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懇

親

第

d由民
Z実

次

司
会

二
十
九
回
生

芦
田

英
雄

初

参

加

と

遠

来

者

の

紹

介

芦

田

英

雄

初
参
加
紹
介
お
名
前
の
上
の
数
字
は
、
回
生
敬
称
略

幻
藤
本
(
岩
井
)
雅
子
、
山
下
隆
、
浅
野
(
深
本
)
和
子

幻
上
橋
(
明
石
)
和
子
、
初
高
見
(
渡
部
)
彰
子

遠
来
者
紹
介

日
石
川
(
山
本
)
照
代
一
千
里
山
、
却
浅
野
倉
平
一
千
里
山

お
山
下
隆
一
吹
田
市
、

M
加
藤
孝
一
仙
台
、

部
瀧
(
大
森
)
梢
一
千
里
山
、

幻
上
橋
(
明
石
)
和
子
一
千
里
山
、
幻
林
裕
三

一
伊
勢

却
堀
田
暁
生
一
千
里
山
、
却
増
田
泰
邦
一
宇
都
宮以

上

9
名

乾
杯

十
四
回
生

克
美

分

食
事
・
歓
談
l

|
写
真
撮
影

初
参
加
者
の
ス
ピ
ー
チ

「
ち
さ
と
会
」
近
況
報
告

二
十

九

回

生

堀

田

暁

生

大
阪
は
6
月
に
自
信
、

9
月
に
は
台
風
と
昭
和
お
年
の
ジ

ェ
l
ン
台
風
以
来
の
被
害
。
交
通
機
関
や
電
柱
の
被
害
も

続
出
。
か
な
り
の
被
害
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

同
時
に
叩
月
幻
自
に
開
催
さ
れ
た
『
ち
さ
と
会
』
を
ス
ラ

イ
ド
で
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

合
唱

二
十
七
回
生
城
戸

三
千
代

三
十

二

回

生

古

川

道

子

「
千
里
第
二
小
学
校
効
果
」
「
千
里

ご
中
賛
歌
」

指
揮
・
誘
導

「
大
き
な
古
時
計
」

第
三
小
学
校
効
果
」

閉
会
宣
言

英
雄

二
十
九
回
生

+
戸
田

合
唱
一
『
今
日
の
日
は
さ
よ
う
な
ら
』

閉
会
の
挨
拶

二
十

一
回
生

坦

平
田

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
司
会
、
受
付
、
写
真
撮
影
、
会
場
設

定
等
に
ご
協
力
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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26河井 24服部 25永井 26大貫服部 24奥田
26大森 25山崎 24加藤

27熊谷林高見村田萩原 28池畠永岡
27大石 吉田明石

来賓柿崎様 14三分一 17宮中 16松村 18片山

17神谷 18池田 村中 名田劉

山本

23山下梅津 21平 田 大 森 長 谷 川
24奥田 23岩井大藤辛嶋片山 20浅野

21大久保 23深本
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